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News 
 
金沢教授アメリカで大暴れ!? 

 
金沢教授がアメリカ･ミネソタ州のロ

チェスターで行われたシンポジウ

ム 「 Dietary Factors and Cancer 

Prevention」に招聘され講演を行っ

た。参加者は３日を通して延べ２００

名程度だったと思われる。講演者

は、Dr. Z. Dong, Dr. C.S. Yang, Dr. 

C.-T. Ho, Dr. A.M. Bode, Dr. J. 

Weisburger, Dr. R. Agarwal, Dr. N. 

Colburn, Dr. Y.-J. Surh などのがん

研究ではトップクラスの研究者が食

品成分とがん予防の観点から多く

の議論を交わした。 
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また、今回

YJ Surh か

ンポジウム

ており、出席

ミネソタ州の次に訪問したニュージ

ャージー州の Rutgars (State Uni-

versity of NewJujy)では Dr. AH 

Conney との研究打ち合わせ後、同

大学 Dr. C.S. Yang からのオファー

により、約１時間のレクチャーを行

った。Rutgars は歴史の古い大学

で、コロンビア大学が King Univer-

sity と呼ばれているのに対し、

Rutgars は Queen University と呼

ばれている。 

 

 
そう、研究所も訪問しましたが、土

曜日だということもあって閑散として

いました。特に変わった様子もな

く、、、あえて言うならグラントの取

れなかった研究グループが閉鎖し

ていました。これがアメリカでの研

究現場のありかたなのでしょう。ポ

スドク仲間ともシンポジウムやレセ

プションパーティーなどで楽しい時

間を過ごすことができ、とても有意

義な里帰りでした。 
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プションパーティーにて 

 
プションパーティーにて 

のシンポジウムで Dr. 

らも韓国で開催されるシ

（１２月３日）に招聘され

予定。 
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橋本堂史里帰り！ 
 

橋本堂史（０１年度博、現助手）が、

ミネソタ州で行われたシンポジウム

に金沢教授と参加し、シンポジウム

終了後、約１年２ヶ月暮らしたオー

スチンの町を訪ねたので、その感

想をひとこと、、、。 

 

ミネソタ州はアメリカ中北部に位置

するため内陸性の気候で、夏は毎

日３０℃を越す暑さで、冬は毎日マ

イナス２０℃といった気候です。今

回の里帰りは、９月ということもあっ

て、快適な日々でした。訪ねてみた

かったところはいくつかあったので

すが、時間の都合で、昔住んでい

たアパート。それから、よく行ったレ

ストラン、バー、それからスーパー

マーケット。私の生活環が漂うとこ

ろばかりです。やはり懐かしいと思

 

 

榊原先生武庫女（婿所?） 

入り！ 
 

榊原博之博士（０１年度博、現 PD）

が、１０月２４日より毎週木・金曜日

の午前中、武庫川女子大学にて非

常勤講師として「何か」をしています。

いったい何を教えているのでしょう

か？本人曰く「学生実験！」とのこ

とですが、、、。皆様のご想像にお

任せいたします。また、榊原博士か

らの吉報を心よりお待ちしておりま

す。 
 

岡本隆志君､ 

公務員試験合格 
 

進学志望（修士課程合格）から、公

務員志望に進路を変更し、今年３

月に学部を卒業したのち公務員試

Dr. H.H.O. Schmid 
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r. Dong の家にて 

うのは、そういったいつも何気なくい

たところではないでしょうか。 

本当に何もない田舎の町なので、

皆さんに訪れることをお薦めはしま

せんが、もし来る事があれば美味し

いスペアリブの店「Piggy Blues」を

訪ねてみてください。 
r. A. Murakami 
Piggy Blues
験の勉強に集中していた岡本隆志

君（０３年度学部卒）が、公務員試

験（神奈川県相模原市役所）に合

格し、来春から関東に移ることにな

りました。おめでとうございます。

「関東会」の皆様、よろしくお願いし

ます。特に小土井里恵さんよろしく。 

Good Luck!!  
 



論文･学会報告 

講演） 

● 金沢和樹「がん予防の開発・生
産戦略」JBA未来へのバイオ技術・

大学の技術紹介『本当に効く機能

性食品の開発･生産戦略』９月９日

（東京）

● 橋本堂史「食品産業廃棄物を利
用した皮膚がん予防の研究」JBA

未来へのバイオ技術・大学の技術

紹介『本当に効く機能性食品の開

発･生産戦略』９月９日（東京） 

● Kazuki Kanazawa (invitated by 
Prof CS Yang, Rutgars, State Univ. 

of NJ, NJ USA). 「A strategy to 

find out bioavailable food factors 

to prevent diseases」27 Septem-

ber.

学会発表） 

● Kazuki Kanazawa (invitated). 
「 Prevention of cancer by food 

factors 」  Symposium on Dietary 

Factors & Cancer Prevention 

(Minnesota, USA) 23-25, Septem-

ber, 2004, Proceedings p.34 

● Takashi Hashimoto, Naomi Oi, 
Hitoshi Ashida, Isao Okunishi, 

Mitsuyoshi, and Kazuki Kanazawa. 

「 6-Methylsulfinylhexyl isothiocy-

anate inhibits cell cycle progres-

sion in mouse epidermal JB6 

cells」 Symposium on Dietary Fac-

tors & Cancer Prevention (Minne-

sota, USA) 23-25, September, 

2004, Proceedings p.40 

特許出願） 

● 特願 2004-274593「細胞周期停
止剤」（発明者）芦田均、橋本堂史、

（出願者）金印㈱ 

 

Events 
 
１０月といえば、ハロウィーンです。

最近でこそようやく、日本でもハロ

ウィーンを意識した様相を目にしま

すが、まだまだなじみがないようで

す。１０月末ごろにハロウィーンパー

ティーでもいかがでしょうか？やっ

てみようという方は、是非、幹事を

お願いします。 

 

編集後記 

今月号は金沢教授と私のアメリカ

訪問が中心となってしまいました。

脇役である私たちが少しでしゃばっ

た感がありますが、今回のアメリカ

訪問はこれから研究室がさらに躍

進していくためのひとつの足がかり

になったと思い、掲載させていただ

きました。主役は現役学生および

OB・OG です。もちろん私も OB の 1

人ですが、、、。皆さんからのメッセ

ージをお待ちしています。（橋本堂

史：01 年度博） 
 

Piggy Bluesのエントランス 


